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阿部利良，大企業における「資本蓄夜分析」の批判(1)， (2)， (3)， (4) 非科学的「蓄/


























¥、fti=留保利潤」論について， r龍寄大学経済経営論集」第22巻第1-4号， 1982年6月， 9月，
12月， '83平 3月。
3) 角瀬保昨1 前招請士， r経常志林 130へージn
第 1表内部留保概念の異同比校
① ② ① ④ 




法定準備金資本準備金 O O O 。 × × 
利益準備金 O 。 O O O O 
その他自剰余金諸積立金 O O O O O O 
末処分利益 O O O C O O 
負債性引当金流動 O 。 x O x × 
固定 O 。 x O x O 
特定引当金諸準備金 O O O O × O 
評価性引当金貸倒引当金 O O × 。 x O 
減価償却引当金 × O × O × O 
用 語 二蓄 積内部留保|内部蓄積|内部資哨益留震目i帯雨
(注) 0印は軍入. x印は非算入を表す。
〔出所] 角瀬保雄，大企業の利潤と苔積. r経営若林J1981年7月，日ペ ジ。























4) K マルクス， r資本論」大月書屈服j 第1巻， 754ページ， (第7篇，第辺章，第1節〉。
5) K マルクス， r前掲苫」第1者， t!16ベーシ， (第7篇j 抽出章』第2節〉。
6) K マルクス， r前掲書」第1巻， 818ページ， (第7篇，第2，章，第2節〕。
7) K.マルクス， r前掲書」第1巻， 846ページ， (第7筋j 第2，章，第5節〕。



























9) K マルクス. r前掲苦」第1巻， 816ページ. (第7鮪，第23章，第2節〉。
10) K マルクス. r前調書!第3巻， 615へ←ジ. (第5篇，第30章〉。





















































































11) K マルクス， r前掲書l第3巻， 609ベージ， (第5筒，錦町章〕。




















































12) 角瀬時雄，前掲論文， i経営志林J51ベ ジ。
13) 角瀬保雄j 前掲論文， i経営志林J42へージ。
14) 角湘齢雄，前掲論文， i経営志林-J36ヘ シ。

























ている(角瀬教授の誤解の 1つはこの点にかかわ η ている)のではないことを
示すものであるn
制度的留保の内容は，減価償却引当金，退職給与引当金などいわゆる内部

























16) 角瀬保雄， I経営分析入門J1979年， 70ベ ジ。





















































































19)， 20) 角源市長雄，前掲論文， I経営志林J52ベージ。






















































22) 角瀬保雄，大企業の内部留保町構造. i経済J1982年6月号， 161ヘージ。

























23) 角瀬保雄，大企業の利潤と苦積. i経営志;1*.11981年7月J 53~54へージ。
24) 198~年 9 月 30 日付各紙日












ごとになるの古 3 費用として認めてもよいと考える o なお，臨時的な中途退職
(転職〕者についての扱いは，その都度，退職時点による発生主義で処理すれ
』まよい。
したがって，現行制度上の退職給与引当金には，相当部分の利益性留保が含
まれるが，そのすべてを利益と断ずるには無理がある。労使関係や社会保障の
あり方などと関連し，今後，この制度自体にも変化のきざしがみられるが，現
状では，損益計算制度上，収益から控除されて集積し，累積額のすべてが支出
きれないという点e，制度的留保に含めることになるのである。
26) Il"由碍U良，前掲論文， 36へージu
